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３

組
織
変
更
を
す
る
組
合
の
組
合
員
は
、
効
力
発
生
日
に
、
第
百
条
の
三
第
四
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
の
定
め
に
従
い
、
同
項
第
五
号
の
株
式
の
株
主
と
な
る
。

４

会
社
法
第
七
百
八
十
条
の
規
定
は
、
組
織
変
更
の
効
力
発
生
日
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
条
第
三
項
中
「
こ
の
款
及
び
第
七
百
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
、「
森
林
組
合
法
第
三
章
第
二
節
第
一
款
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
組
織
変
更
の
登
記
）

第
百
条
の
十

組
合
が
組
織
変
更
を
し
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
を
必
要
と
す
る
事
項
は
、
登
記
の
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
も
つ
て
第
三
者
に
対
抗

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
組
織
変
更
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
備
置
き
等
）

第
百
条
の
十
一

組
織
変
更
後
株
式
会
社
は
、
第
百
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
六
条
並
び
に
第
六

十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
手
続
の
経
過
、
効
力
発
生
日
そ
の
他
の
組
織
変
更
に
関
す
る
事
項
を
記

載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
を
、
効
力
発
生
日
か
ら
六
月
間
、
本
店
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

組
織
変
更
後
株
式
会
社
の
株
主
及
び
債
権
者
は
、
当
該
組
織
変
更
後
株
式
会
社
の
営
業
時
間
内
は
、い
つ
で
も
、

組
織
変
更
後
株
式
会
社
に
対
し
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
組
織
変
更

後
株
式
会
社
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一

前
項
の
書
面
の
閲
覧
の
請
求

二

前
項
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
の
請
求

三

前
項
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧

の
請
求

四

前
項
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
組
織
変
更
後
株
式
会
社
の
定
め
た
も
の

に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
そ
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

３

組
織
変
更
後
株
式
会
社
の
株
主
及
び
債
権
者
は
、
前
項
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
に
は
、
組

織
変
更
後
株
式
会
社
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
組
織
変
更
の
無
効
の
訴
え
）

第
百
条
の
十
二

会
社
法
第
八
百
二
十
八
条
第
一
項
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
項
（
第
六
号
に
係

る
部
分
に
限
る
。）、
第
八
百
三
十
四
条
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
八
百
三
十
五
条
第
一
項
、
第
八
百

三
十
六
条
か
ら
第
八
百
三
十
九
条
ま
で
並
び
に
第
八
百
四
十
六
条
の
規
定
は
、
組
織
変
更
の
無
効
の
訴
え
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
条
の
十
三

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
組
織
変
更
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
二
款

合
同
会
社
へ
の
組
織
変
更

（
組
織
変
更
）

第
百
条
の
十
四

組
合
は
、
そ
の
組
織
を
変
更
し
、
合
同
会
社
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
組
織
変
更
計
画
の
承
認
等
）

第
百
条
の
十
五

組
合
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
組
織
変
更
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
組
織
変
更
」
と
い
う
。）を

す
る
に
は
、
組
織
変
更
計
画
を
作
成
し
て
、
総
会
の
議
決
に
よ
り
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

組
織
変
更
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

組
織
変
更
後
の
合
同
会
社
（
以
下
「
組
織
変
更
後
合
同
会
社
」
と
い
う
。）の
目
的
、
商
号
及
び
本
店
の
所
在

地
二

組
織
変
更
後
合
同
会
社
の
社
員
に
つ
い
て
の
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
社
員
の
氏
名
及
び
住
所

ロ

当
該
社
員
の
全
部
を
有
限
責
任
社
員
と
す
る
旨

ハ

当
該
社
員
の
出
資
の
価
額

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
組
織
変
更
後
合
同
会
社
の
定
款
で
定
め
る
事
項

四

組
織
変
更
後
合
同
会
社
が
組
織
変
更
に
際
し
て
組
織
変
更
を
す
る
組
合
の
組
合
員
に
対
し
て
そ
の
持
分
に
代

わ
る
金
銭
を
支
払
う
と
き
は
、
そ
の
額
又
は
そ
の
算
定
方
法

五

組
織
変
更
を
す
る
組
合
の
組
合
員
に
対
す
る
前
号
の
金
銭
の
割
当
て
に
関
す
る
事
項

六

組
織
変
更
後
合
同
会
社
の
資
本
金
に
関
す
る
事
項

七

組
織
変
更
が
そ
の
効
力
を
生
ず
べ
き
日

八

そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項

（
組
織
変
更
の
認
可
）

第
百
条
の
十
六

組
織
変
更
は
、
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

（
組
織
変
更
の
効
力
の
発
生
等
）

第
百
条
の
十
七

組
織
変
更
を
す
る
組
合
は
、
第
百
条
の
十
五
第
二
項
第
七
号
の
日
又
は
前
条
の
認
可
を
受
け
た
日

の
い
ず
れ
か
遅
い
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
効
力
発
生
日
」
と
い
う
。）に
、
合
同
会
社
と
な
る
。

２

組
織
変
更
を
す
る
組
合
は
、
効
力
発
生
日
に
、
第
百
条
の
十
五
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
の
定
め
に
従
い
、
当
該
事
項
に
係
る
定
款
の
変
更
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３

組
織
変
更
を
す
る
組
合
の
組
合
員
は
、
効
力
発
生
日
に
、
第
百
条
の
十
五
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
の
定
め
に
従
い
、
組
織
変
更
後
合
同
会
社
の
社
員
と
な
る
。

（
準
用
規
定
）

第
百
条
の
十
八

第
六
十
六
条
、
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
百
条

の
四
、
第
百
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
条
の
六
、
第
百
条
の
七
、
第
百
条
の
八
第
二
項
、
第
百
条
の
九

第
四
項
並
び
に
第
百
条
の
十
か
ら
第
百
条
の
十
三
ま
で
の
規
定
は
、
組
織
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
六
十
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
出
資
一
口
の
金
額
の
減
少
の
内
容
」
と
あ
る
の
は
「
組
織
変
更
を

す
る
旨
」
と
、
第
百
条
の
三
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
条
の
十
五
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中

「
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
条
の
十
五
第
一
項
の
」
と
、
第
百
条
の
四
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
条
の
十
五
第
一
項
」
と
、
第
百
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
株
式
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
持

分
又
は
」
と
、
第
百
条
の
六
中
「
資
本
準
備
金
」
と
あ
る
の
は
「
資
本
金
」
と
、
第
百
条
の
七
第
一
項
中
「
受
け

る
べ
き
株
式
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
有
す
べ
き
持
分
又
は
組
織
変
更
に
よ
り
受
け
る
べ
き
」
と
、
第
百
条
の
八
第

二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
条
の
十
六
」
と
、
第
百
条
の
九
第
四
項
中
「
第
三
章
第
二
節
第
一
款
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
章
第
二
節
第
二
款
」
と
、
第
百
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
百
条
の
三
第
六
項
」と
あ
る
の
は「
第

百
条
の
十
八
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
三
款

認
可
地
縁
団
体
へ
の
組
織
変
更

（
組
織
変
更
）

第
百
条
の
十
九

組
合
（
市
町
村
の
区
域
を
超
え
る
区
域
を
地
区
と
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同

じ
。）は
、
そ
の
組
織
を
変
更
し
、
認
可
地
縁
団
体
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百

六
十
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
認
可
地
縁
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
組
織
変
更
計
画
の
承
認
等
）

第
百
条
の
二
十

組
合
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
組
織
変
更
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
組
織
変
更
」
と
い
う
。）を

す
る
に
は
、
組
織
変
更
計
画
を
作
成
し
て
、
総
会
の
議
決
に
よ
り
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

組
織
変
更
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

組
織
変
更
後
の
認
可
地
縁
団
体
（
以
下
「
組
織
変
更
後
認
可
地
縁
団
体
」
と
い
う
。）の
規
約
で
定
め
る
事
項

二

組
織
変
更
後
認
可
地
縁
団
体
の
構
成
員
の
氏
名
及
び
住
所

三

組
織
変
更
後
認
可
地
縁
団
体
の
代
表
者
の
氏
名

四

組
織
変
更
後
認
可
地
縁
団
体
に
監
事
を
置
く
と
き
は
、
監
事
の
氏
名

五

組
織
変
更
後
認
可
地
縁
団
体
が
組
織
変
更
に
際
し
て
組
織
変
更
を
す
る
組
合
の
組
合
員
に
対
し
て
そ
の
持
分

に
代
わ
る
金
銭
を
支
払
う
と
き
は
、
そ
の
額
又
は
そ
の
算
定
方
法

六

組
織
変
更
を
す
る
組
合
の
組
合
員
に
対
す
る
前
号
の
金
銭
の
割
当
て
に
関
す
る
事
項

七

組
織
変
更
が
そ
の
効
力
を
生
ず
べ
き
日

八

そ
の
他
農
林
水
産
省
令
・
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
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